
厚生労働省委託事業
平成28年度東電福島第一原発廃炉等作業における被ばく低減対策の強化事業

編集：株式会社日本環境調査研究所

1F-3号機　原子炉建屋5階　燃料取出し用カバー設置イメージ図　資料提供：鹿島建設（株）

1F-3号機　原子炉建屋5階　事故直後の状況

被ばく低減対策好事例集



被ばく防護の原則
（１）外部被ばくの低減
　　外部被ばくを少なくするためには、次の被ばく防護の４原則を知って
　おくことが大切です。

（２）内部被ばくの防止
　　内部被ばくを防止するためには、決められた防護装備を着用し、
　体内に放射性物質を取り込まないようにすることが大切です。
　　また、空気中に放射性物質を舞い上がらせない対策や、汚染を
　封じ込め（抑え）、拡散（拡大）させない対策が必要です。

線源になっている物を移動し
たり、配管内部の線源を洗い流
す（フラッシング）ことです。

線源から少しでも離れ、不
必要に近づかないように
することです（待機場所も
知っておくこと）。

作業前の打ち合わせや
工具の点検など事前の
準備を十分にして、作業
をスムーズに進めるこ
とです。

線源となる機器、配管などを鉛
毛マットや鉛板などの遮へい材
でおおうことです。

 原則1  放射線源を除去する

 原則3  遮へいをする

 原則2  放射線源から距離をとる

 原則4  作業時間を短くする

決められた装備を着用し、呼吸
用保護具は漏れがないよう正
しく装着する。

汚染区域を明確に区画し、出入
りの管理をするとともに、汚染
区域からの物品の持ち出しは、
シート等で養生して、汚染の拡
散（拡大）を防ぐ。

けがをしたら迅速に非汚染区
域へ退域する。

 原則1  保護具等を装着する

 原則3  退域する

 原則2  器材を活用する

 原則4  汚染区域を明確にする

（5） （6）

5.

手袋・タイベックを脱ぐ

HEPA
フィルタ付
集じん機

防護服等の脱衣
前室

作業場

粉塵が舞い上がる作業では、仮
設ハウスやフィルター付局所排
風機を活用する。





対策前 対策後 低減量 対策前 対策後

28-01 RB 1 ケーブル保管場所変更による被ばく低減 -- -- -- -- --

28-02-1 RB 4 遠隔操作による除染の実施 -- -- -- -- --

28-02-2 RB 5 遠隔操作によるガレキの解体・撤去 -- -- -- -- --

28-03-1 RB 5 ガレキ吸引装置による小ガレキの撤去 3,021 1,278 1,743 8,036 4,088

28-03-2 RB 5 大型ガレキ（支障鉄骨等）撤去装置の使用 3,021 1,278 1,743 8,036 4,088

28-04 RB 5
小型ロボットの活用によるTIP室調査
（状況確認/線量率測定）

-- -- -- -- --

28-05 RB 5
長尺治工具使用によるMSIV室調査
（状況確認/線量率測定）

-- -- -- -- --

28-06 RB 6 ガレキ撤去時のダスト発生防止（ミスト散水） 3,021 1,278 1,743 8,036 4,088

28-07 RB 7 吸引ホース等介助作業の効率化（工法改善） -- -- -- -- --

28-08 TB 2 遠隔装置採用による距離の確保 10,079 2,984 -- -- --

28-09 TB 4 ヒータドレン（HD）配管フラッシング（線源の除去） 10,079 2,984 -- -- --

28-10 TB 7 アクセスルートを低線量率エリアに変更 10,079 2,984 -- -- --

28-11 R 1
構外（管理区域外）でプレハブ化作業を行い、現地作業
を簡略化

-- -- 1,069 -- 220

28-12 R 3 遮へい小屋の設置 -- -- 66 -- --

28-13 R 3 他作業遮へいボックスの流用（工法改善） -- -- -- -- --

28-14 R 7 作業エリアでの明確な線量表示 -- -- -- -- --

28-15 R 7 既設物を利用して現地作業を削減した（工法改善） -- -- 553 -- --

28-16 Y 1 重機バケット取付け向きの変更 -- -- -- -- --

28-17 Y 3 測量機械操作室の遮へい -- -- -- -- -- 70→25μSv/h

28-18 Y 6 汚染土壌撤去・収納時のシート養生 -- -- -- -- --

28-19 G 5 ドローンによる傾斜地地形測量 13.5 0.5 13 270 24

28-20 G 7 休憩所の整備 -- -- -- -- --

28-21 G 7 草刈の機械化 12 2.5 9.5 240 62

28-22 G 7 敷地内区域細分化による防護装備着用の削減 -- -- -- -- --

28-23 Z 1 モックアップトレーニングの実施 -- -- -- -- --

28-24 Z 2 作業場所の変更（低線量エリアでの機器組立） -- -- -- -- --

28-25 Z 3 高線量率移動通路の遮へい・区画 -- -- 44.5 -- -- 10→5mSv/h

28-26 Z 5 遠隔操作カメラによる監視/エリアモニタの設置 -- -- -- -- --

28-27 Z 6 汚染の持ち込みを防止 -- -- -- -- --

28-28 Z 7 マスク2重装着による内部被ばくの防止 -- -- -- -- --

備考
線量当量（mSv） 人工（人日）

目　次　～被ばく低減対策好事例集一覧～

番号 場所 分類 具体的な内容
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原子炉建屋内 RB 1 時間

タービン建屋内 TB 2 距離

Ｒ　ZONE R 3 遮へい

Ｙ　ZONE Y 4 線源の除去

Ｇ　ZONE G 5 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化

その他（ 6 汚染拡大防止

） 7 その他

※28-08〜10合計の値

--

作業場所への移動ルートに低線量率エリアを選定し、移動時の被ばくを減
少。

編集：株式会社日本環境調査研究所

評　　価
効　果

対策前 対策後

被ばく線量(mSv) ※10,079 ※2,984
（定性・定量）

人工数(人日)

対策前 作業場所に移動するルートは、高線量率の場所もあり、移動に際して被ばくが増加する可能性があった。

対策内容

概　　略

被ばく低減対策好事例集

高線量率のルートを避け、低線量率エリアにアクセスルートを設定し、移動時の被ばくを減少させた。併せて、作
業者への周知を図った。

--

事例詳細

場　所 分　類

TB 7
Z 番　号 ２８－１０

内　　容 アクセスルートを低線量率エリアに変更

作業部位 1号機　タービン建屋　1階

：対策前ルート（高線量ｴﾘｱ）

：対策後ルート（低線量ｴﾘｱ）

凡例

＜注意点＞アクセスルートは、日々の環境線量率測定による確認が大切です。



原子炉建屋内 RB 1 時間

タービン建屋内 TB 2 距離

Ｒ　ZONE R 3 遮へい

Ｙ　ZONE Y 4 線源の除去

Ｇ　ZONE G 5 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化

その他（ 6 汚染拡大防止

） 7 その他

逆洗弁ピットに屋根を取付ける作業において、構外（管理区域外）でプレ
ハブ化作業（組み立て）を行い、現場作業を簡略化し時間短縮を行った。

番　号 ２８－１１

被ばく低減対策好事例集

場　所 分　類

Ｒ 1
Z

内　　容 構外（管理区域外）でプレハブ化作業を行い、現地作業を簡略化

作業部位 ３号機タービン建屋逆洗弁ピット廻り

概　　略

編集：株式会社日本環境調査研究所

評　　価
効　果 被ばく線量(mSv)

（定性・定量）

人工数(人日)

対策前
逆洗弁ピット廻りは、ガレキの影響から環境線量率が〜2.9mSv/hであり、屋根材組み立てに多量の被ばく線量を
要する可能性があった。

対策内容
構外（管理区域外）で屋根材のプレハブ（組み立て）を行い、組み立てた屋根材を移動・設置することにより、逆洗
弁ピット廻りでの作業を簡略化し、時間短縮を図った。

低減量

220

1,069

事例詳細

①構外(管理区域外）の作業場で、
屋根・柱を組み立て、仮組を実施

②組み立てた屋根材を現場へ移動

・設置

構外での作業（イメージ写真）



原子炉建屋内 RB 1 時間

タービン建屋内 TB 2 距離

Ｒ　ZONE R 3 遮へい

Ｙ　ZONE Y 4 線源の除去

Ｇ　ZONE G 5 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化

その他（ 6 汚染拡大防止

） 7 その他
番　号 ２８－１２

被ばく低減対策好事例集

場　所 分　類

Ｒ 3
Z

事例詳細

内　　容 遮へい小屋の設置

作業部位 1〜4号機　海側エリア

概　　略 管理員用の鉛遮へい小屋を設置し、被ばく低減を図った。

　対策あり：

（0.10mSv/h×2時間）＋（0.05mSv/h×2時間）×200人＝60人・mSv

編集：株式会社日本環境調査研究所

評　　価
効　果 被ばく線量(mSv)

（定性・定量）

人工数(人日)

対策前 管理員は常時現場で作業管理を行っており、比較的低線量率エリアでも長時間滞在して被ばくが多かった。

対策内容 管理員用の鉛遮へい小屋を設置。管理員は現場の作業管理時以外はそこで待機し、被ばく低減を図った。

低減量

66

--

１．管理員の待機用鉛遮へい小屋を設置し、作業時間の５０％を鉛遮へい小屋で待機
’　　（鉛遮へい小屋の遮へい効果：約５０％）

２．予想効果

（１）作業人員：２人×１００日＝２００人

（２）作業環境線量率：低減量　２０人・ｍＳｖ

　対策なし：0.10mSv/h×4時間×200人＝80人・mSv

＜注意点＞遮へい小屋の大きさは、使用する作業者人数により、最適なものを検討・設置することが

大切です。
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原子炉建屋内 RB 1 時間

タービン建屋内 TB 2 距離

Ｒ　ZONE R 3 遮へい

Ｙ　ZONE Y 4 線源の除去

Ｇ　ZONE G 5 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化

その他（ 6 汚染拡大防止

） 7 その他

編集：株式会社日本環境調査研究所

評　　価
効　果

対策前 対策後

被ばく線量(mSv) -- --
（定性・定量）

作業部位

線源の方向別（タービン側、地面）に、鉛毛マット、砕石及び敷き鉄板を設置し遮へいした。

概　　略

--

事例詳細

4号機海側エリア

対策内容

鉛毛マット等での遮へい方法を工夫した。

測量機械操作室は、地面及びタービン側からのγ線により70μSv/hであった。

--人工数(人日)

対策前

番　号 ２８－１７

被ばく低減対策好事例集

内　　容 測量機械操作室の遮へい

場　所 分　類

Y 3
Z

・タービン建屋からの放射線を「鉛毛マット」にて遮へいすることにより、環境線量率が

70μSv/h→25μSv/h（約60％）に低減。

・地面からの放射線を「砕石」及び「敷き鉄板」により遮へい。
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原子炉建屋内 RB 1 時間

タービン建屋内 TB 2 距離

Ｒ　ZONE R 3 遮へい

Ｙ　ZONE Y 4 線源の除去

Ｇ　ZONE G 5 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化

その他（ 6 汚染拡大防止

） 7 その他

編集：株式会社日本環境調査研究所

240 62

事例詳細

対策前 エンジン式草刈機によって、人工をかけて実施していた。

対策内容 重機に除草ユニットをつけて草刈を実施することで、人工を削減できた。

12 2.5
（定性・定量）

人工数(人日)

番　号 ２８－２１

作業部位 １Ｆ敷地内平地及び傾斜地

概　　略 人力によって行っていた敷地内の草刈を機械化した。

評　　価
効　果

対策前 対策後

被ばく線量(mSv)

被ばく低減対策好事例集

内　　容 草刈の機械化

場　所 分　類

G 7
Z
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原子炉建屋内 RB 1 時間

タービン建屋内 TB 2 距離

Ｒ　ZONE R 3 遮へい

Ｙ　ZONE Y 4 線源の除去

Ｇ　ZONE G 5 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化

6 汚染拡大防止

7 その他

編集：株式会社日本環境調査研究所

評　　価
効　果

対策前 対策後

被ばく線量(mSv) -- --
（定性・定量）

人工数(人日)

対策前

靴交換及び徹底した清掃・区画を行うことにより、建屋外からの汚染の持ち込みを防止した。

--

対策内容

概　　略
S/Bは低汚染エリアであったため、汚染の持ち込みを防止するとともに徹
底した清掃等を行い、作業効率の向上、作業装備の軽減に努めた。

作業部位 ５/６号機サービスビル（S/B）

S/Bは靴交換が行われており、建屋外の汚染持ち込み防止対策が行われていたが、立ち入り作業者数が大幅に
増加することで、建屋外汚染の持ち込みが懸念された。

--

事例詳細

番　号 ２８－２７

被ばく低減対策好事例集

内　　容 汚染の持ち込みを防止

場　所 分　類

Z 6
Z

その他（5,6号
機ｻｰﾋﾞｽﾋﾞﾙ)

入域導線

工具サーベイ 通路清掃身体サーベイ

身体負荷

低 減

身体汚染

防 止

エリア汚染

拡大防止

効果：夏場に工事が集中したが、熱中症の発生なし

効果：工事期間を通して重大な身体汚染の発生なし

効果：作業エリアの汚染拡大なく、後戻り除染の発生なし

・汚染の持ち込みを防止し、機器新設等の作業装備を軽減（N95防塵マスクで実施）

・作業エリア内に休憩場所を設置（スポットクーラー設置）

・靴交換と徹底した清掃・区画

・靴交換と徹底した清掃・区画

・クリーンハウス、局所排気装置による汚染拡大防止

＜注意点＞

日々の汚染検査による確認が大切です。
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コラム
～作業者の安全意識高揚～

　
「安全第一/線量低減対策 ヨシ！」

この写真を初めて見たとき、一瞬胸が詰まった。 「なぜ？」

しばらくたって思いついたのは、この行為には「愛」があるということだと理

解した。

どんな気持ちで書いた？ そして、誰に向けて書いた？

「地元愛、会社愛、仲間愛、そして家族愛・・・」

たぶん、そのいずれも該当するだろう。

これから数十年にわたる作業を「怪我なく、被ばくを少なく」しながら行うこ

との厳しさを示したのだと言える。

それに応える言葉はこれしかない。 「ご安全に！」

（S.K記）
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被ばく低減対策好事例集




